
舵制御技術で社会    課題を解決

オート パイロット
海運の未  来を支える

が

近年、当社が参画している無人運航船プロジェクト「MEGURI2040」。
自動運航船の実用化・社会実装を目指すこのプロジェクトでは、

当社がオートパイロット（自動操舵装置）で永年培ってきた制御技術が活躍している。
そこで今回は、MEGURI2040の概要やオートパイロットの歴史にフォーカスするとともに、

同プロジェクトで活躍する技術者の声を紹介する。

ゼロエミッション船や自動運航船の実現など、
近年は社会課題の解決に向けた
さまざまな取り組みが進んでおり、
造船・海運業界は大きな転換期を迎えています。

当社は、こうした状況に起因する変化は
「新たな事業機会を生み出す好機でもある」
と捉えています。  

当社の祖業でもある船舶港湾機器事業にとって、
長年にわたり培ってきた高度な技術力や、
納入後の手厚いアフターサービスは大きな強みです。
これらの強みを最大限に活かすのはもちろんのこと、
さらなる飛躍を目指して製品・サービスの拡充や
DXによる業務変革を進めています。  

航海の安全と海運に関わる課題の解決に貢献すべく、
当社は今後も飽くなき挑戦を続けてまいります。
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　近年、日本の内航海運業界は船員の

高齢化や人手不足が深刻な状況です。

さらに操船に関しては、ヒューマンエ

ラーに起因する海難事故も課題となっ

ていました。これらの課題を踏まえる

と、今後も日本の物流を維持するため

には、少人数での安全かつ高効率な運

航を可能にする環境と、操船者の負担

を劇的に軽減する自動化技術の実装が

不可欠なのです。

　こうした現状に対して、その課題解

決を後押しするのが「自動運航」の実現

です。自動運航は、カメラやレーダー

などのセンサー、AIによる状況判断や、

陸上からの遠隔支援を組み合わせるこ

とで、見張り・操船・離着桟といった船

上業務の一部または全部を自動化・遠

隔化することを指します。

　そして、その仕組みを備えた自動運

航船の実用化を目指して、2020年に

立ち上がったのが日本財団主導のプロ

ジェクト「MEGURI2040」でした。

「自動運航」が
課題解決のカギ

新造内航コンテナ船「げんぶ」

「げんぶ」の統合ブリッジ 統合情報表示器（DIF）

　当社はこのMEGURI2040において、

2022年春に実証実験が完了した第1
フェーズ※と、2023年から始まった第

2フェーズの両方に参画。オートパイ

ロット・ジャイロコンパス等を提供す

るとともに、それらの研究・開発で培

ってきた技術やノウハウも投入するこ

とで、自動運航の実現に向けた実証実

験をサポートしてきました。

　第2フェーズでは、自動運航技術の

本格的な実用化を目指した新造内航コ

ンテナ船「げんぶ」の開発に「DFFAS＋

コンソーシアム」の1社として協力し

ました。げんぶでは、中核システムの

自動操船コントローラーに搭載される

「低船速での操船制御機能（離着桟時の

スラスター制御を含む）」や、離着桟制

御に必要な情報を集めて表示する「統

合情報表示器」の開発を担当。「離桟→

大洋航海→着桟」という一連の航海に

おけるシームレスな自動運航の実現に

貢献しました。

　なお、今回手掛けた自動操船コント

ローラーはナブテスコ株式会社との共

同開発となり、一般財団法人日本海事

協会の技術認証を取得。また、げんぶ

を含む第2フェーズの実証船4隻すべ

てが国土交通省の自動運航船認証を

2026年3月27日に取得し、自動運転

レベル4相当の自動運航機能を有する

自動運航船として、世界初の商業運航

を開始しました。

レベル4相当の
自動運航機能

※MEGURI2040 第1フェーズについては、旧広報誌 Viewsに特集記事が掲載されています。
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　船の種類や積荷、船速、潮流や風などによって変化する船体
特性を推定し、その変化に応じて常に最適な舵制御を行う制御
アルゴリズムです。船体特性を踏まえ、変針時に最適に舵を制
御します。航行中も波浪の影響や船の揺れによる無駄舵を抑制
することにより、船速の低下を防ぎ、省エネ運航を実現します。

　現地点から目的地までの設定方位から自動的に直線航路を作
成し、適切な舵制御を行うことで最短距離での航行を実現する
機能です。航行中は外乱の推定を行い、常に航路離脱距離を計
算して舵制御を行います。また、ECDIS （電子海図情報表示装
置）と接続しなくても直進時の航路制御が可能です。

　自船の位置を検出するGPS、航路設定に必要となるECDIS、NCT等との
統合によって、高度な航行制御を可能にする機能です。外乱の影響による
船舶のドリフトを補正して最適な航路を保持することで、船の向きを設定
された方位に保つ「ヘディングコントロールシステム（HCS）」よりも無駄
な燃料の消費を抑制。GHG排出削減と、安全な航海に大きく寄与します。

新アダプティブオートパイロット
（NCT：Notable Control Technology）

直線航路制御機能
（ACE：Advanced Control for Ecology）

トラックコントロールシステム
（TCS：Track Control System）

　MEGURI2040なども通じて現在も

進化を続けているオートパイロット

ですが、その始まりは100年以上さか

のぼります。同時期に開発・実装され

たジャイロコンパスを方位の基準とし、

設定した進路と船首方位の差が入力信

　そして現在、当社はECS（電子海図

装置）とオートパイロットの機能を高

次元で統合させた内航船向けの「自

動操船機能付きECSパイロット」を

開発中。永年培ってきたジャイロコ

ンパス技術や自動操舵制御技術に

MEGURI2040で研究・開発してきた次

号となり舵を自動制御する商品として

1921年に開発されたのが、米国スペ

リー社の「ジャイロパイロット」でした。

そしてこれを機に、それまで手動に頼

っていた操船は大幅に省力化され、直

線航行の精度も向上しました。

　こうした歴史があるなかで、当社は

1927年に米国スペリー社とジャイロ

パイロットの製造権契約を行い、日本

での製造をスタート。1929年には、初

世代の自動操船技術を融合させ、オー

トパイロット単品では実現が難しかっ

た「避航ルートの提示」や「離着桟支援

機能」を搭載する予定です。

　海に囲まれた日本において、海運は

私たちの暮らしや産業を支える重要な

インフラです。当社は100年にわたり

培ってきた制御技術を進化させながら、

より安全で効率的な航行を支えること

で、業界が抱える課題のいち早い解決

に取り組んでまいります。

の国産オートパイロットを実現しまし

た。戦後もオートパイロットを製造し

続け、指定した旋回速度で船を旋回さ

せる機能や、設置が簡単な少ユニット

構成の商品などを開発し、乗組員のニ

ーズに合わせて徐々に機能を向上させ

ていきました。

　さらに近年は、より高度な制御を可

能にする「新アダプティブオートパイ

ロット（NCT）」「トラックコントロー

ルシステム（TCS）」「直線航路制御機能

（ACE）」を開発。オートパイロットの

フラッグシップモデル「PR-9000」な

どにオプション機能として採用してい

ます。こうした取り組みによって、当

社のオートパイロットは世界の大型

商船の約6割に搭載されるまでになり、

舵制御のトップメーカーとしての地位

を確立しています。

1929年に国産化
戦後も製造を継続

技術の融合で
新機能を実現

オートパイロットのフラッグシップモデル「PR-9000」

北星海運株式会社が保有・管理するRORO船「神北丸」にも採用されており、その性能と利便性は乗組員
からも高く評価されている

自動操船機能付きECSパイロット

米国スペリー・ジャイロスコープ社が1920年代初頭
に開発し、その後当社も製造を開始した「ジャイロパ
イロット（Gyropilot）」の初期モデル

自動操舵を実現する制御技術

現在
開発中

HCS TCS

外乱の影響を受け
ても設定針路に沿
って直進し、次の
変針点において自
動で変針を行い、
最適航路を保持す
る。

外乱の影響を受け
ると船首方位を保
持するだけで設定
した針路は維持し
ない。
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変針点 変針点
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最
新

情報
をお届けします！

―MEGURI2040では、どのような点が挑戦でし

たか。

　　　国内有数の企業がコンソーシアムに参画する

なか、各社の技術を一つの新しい自動運航システム

として連携させることは、本当に大きな挑戦でした。

特に、当社が担当した自動操船コントローラーはシ

ステムの要となるため、関係各社との調整には多く

の時間と労力を要しました。

また、前例の少ない自動運航船においては「安全性

や性能をどのように確認するか」や「第三者にも説

明可能な形で評価するにはどうすればよいか」とい

う点も大きな課題でした。今回の開発では、実船の

動きなどをコンピューター上で再現する「デジタル

ツイン」を活用し、大規模なシミュレーションによ

って、さまざまな運航条件や外乱条件での検証を実

施しました。こうした開発・検証プロセスを確立で

きたことは、今後の自動操船技術開発の基盤となる

大きな成果だったと感じています。

―将来、自動操船制御技術がどのように活用され

ることを期待しますか。

　　　この技術の本質的な価値は、「人の負担を軽

減し、安全性を向上させる」という点にあります。自

動化というと「人が行っていた仕事を機械に置き換

える」というイメージがありますが、私たちが目指

しているのは、それだけではありません。まずは船

員の見張りや操船業務を高度に支援し、船員がより

重要な判断や業務に集中できるようにすることで、

より安全で快適な労働環境の実現につなげていきた

いと考えています。

また将来的には、船員の働き方改革や高齢化に伴う

人手不足などの人材に関する課題、ヒューマンエラー

に起因する事故の抑制といった安全に関する課題、

さらには離島航路や国内物流の維持と

いった社会インフラに関する課題の解

決にも貢献することを期待しています。

MEGURI2040で培った技術や開発ノ

ウハウを当社の製品・事業へ展開し、自

動操船制御技術を単なる「人の代替」で

はなく、社会インフラをより安全で持

続可能なものにする「人を支えるパー

トナー」へと育てていきたいです。

オートパイロットは今後、どのような進化を目指していくのでしょうか。MEGURI2040の
研究・開発にも携わった担当者に、プロジェクトで感じたことや今後のビジョンを聞きました。

Y.R

Y.R

舶用機器システムカンパニー 
技術部 
自律船技術課 担当課長

Y.R

MEGURI2040でY.Rともに
研究・開発を担った東京計器のエンジニアメンバー

t i t l e n a m e

操船制御技術は
人を支えるパートナー
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本社を羽田に移転

日経CNBC
「トップに聞く」に
出演

大和ミュージアムに最新航海機器を寄贈

2026年3月～2026年10月における東京計器の最新情報をピックアップ コーポレート・
コミュニケーション室
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　2026年3月23日、新本社での営業を
開始しました。
　今回の本社移転は、当社が次の100年
に向けて新たな一歩を踏み出すための重
要な節目となるものです。そしてこれは、 
将来に向けた投資であるとともに、変革

　2026年9月10日、当社の代表取締役 

社長執行役員 安藤 毅が、マーケット・経
済専門チャンネル 日経CNBCの番組「朝
エクスプレス」内のトークコーナー「トッ
プに聞く」に出演しました。

　呉市海事歴史科学館（愛称：大和ミュー
ジアム）は、戦艦「大和」をはじめとする
旧日本海軍の艦船から最新の大型商船
までを造り続けている「呉の歴史」と、造
船・製鋼などの各種「科学技術」を紹介す
る博物館です。以前より当社の機器を展
示いただいておりましたが、2026年4月
23日のリニューアルオープンに合わせ
て最新のオートパイロットや電子海図情
報表示装置（ECDIS）、さらに当社の歴史
的資料複数を寄贈しました。
　オートパイロットには、来館者が戦艦
大和の操船を疑似体験できる「戦艦大和
操船シミュレーター」を搭載しております。
実際の大和の全長や船速、航行時の動き
方などが再現されており、誰でもゲーム
感覚で楽しんでいただけます。

への決意を示すものでもあります。
　新オフィスは、創造性と協働を促進す
るオープンな環境が魅力です。この環境
のもと、部門や拠点の枠を超えたコミュ
ニケーションを通じて、新たな価値創出
を実現する拠点となることを目指します。

窓から羽田空港をのぞむ開放的なリフレッシュエリア 壁をなくし、営業・技術・サービスの部門連携を容易に 実験室を集約して、部門の垣根を超えた交流を促進

検査機器システムカンパニー、東京計器レール
テクノ株式会社の拠点、およびサービス
部署の一部、試作部署が入居して
います。

本社移転に伴い、平和島事業所を開設

放送は上記のQRコードよりご覧いただけます。
※2027年9月13日（月）23:59までの期間限定公開。

ラウンジエリア 執務エリア ラボエリア
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